
8 年 4 月 2 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

活動場所 株式会社北海道健誠社　東神楽第三工場 活動の様子の写真

実施日程 成果物の写真

利用者数　等

＜目的＞

地域連携活動のねらい

＜成果＞

実施した結果

得られた成果

課題点

地域にとって

のメリット

対象者にとって

のメリット

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

旭川市東光13条2丁目4番25号

地域連携活動の概要

クリーニング工場内での作業に従事し、ホテルリネン類（シーツ、タオル、ガウン等）の仕上げ工程を担当。具体的には、

洗濯済みのシーツやタオルを専用機械に通して折りたたみ作業を行い、ガウンについてはトンネル乾燥機による乾燥後、仕

上げ機械を使用して折りたたみを行った。

地域の事業者と連携し、事業所内作業の延長線上

にある工程を学ぶ機会となった。利用者の作業理

解と就労意欲の向上につながる活動で結果はイン

ターネット等で公表する。

利用者８名、職員１名が参加した。連携先職員から作業工程、安全面、

衛生管理について説明を受けながら実施した。

実施した生産

活動、施設外

就労の概要

令和８年１月６日、１月９日、２月１９日

、　　３月１９日

事業所名

管理者名住　所

電話番号 080-2861-7642 対象年度

地域の事業者と連携し、実際の作業現場を通じて、利用

者が事業所内作業と地域の仕事とのつながりを理解する

0112909759

新城　宏之

けんせいしゃわくワーク 事業所番号

令和７年度

活動内容の

追加コメン

ト

株式会社　北海道健誠社

株式会社北海道健誠社東神楽工場において

、ホテルリネン類（シーツ・タオル・ガウ

ン等）の仕上げ工程に関する見学及び体験

作業を実施した。

体験できる工程や時間に限りがあるため、今後は

継続実施や事業所内作業との結び付きの明確化が

必要である。

連携した結果に対す

る意見または評価

今後の連携強化に向

けた課題

継続的な実施と、活動内容や成果の分かりやすい公表により、地域との連携をさらに深めていく必要がある

。

事業所内で行う生産活動とのつながりを理解する機会となり、利用者、職員ともに有意義な活動であった。

地域企業と福祉事業所が連携することで、

障害のある方の就労理解が深まり、地域に

根ざした就労支援につながる。

石川常務様担当者名連携先企業名

連携先の企業等の意見または評価

利用者の作業理解と就労意欲の向上につながり、

職員にとっても支援方法を見直す参考となった。

ホテルリネン類の仕上げ工程について見学及び体

験作業を行い、事業所内作業との関連を具体的に

確認することができた。

実際の作業工程を見学・体験することで、

作業理解が深まり、働く意欲や就労意識の

向上につながる。


